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改革改善
の考え方

①問題
点

小規模排水処理施設（目名振・堤田）の存続について。

②改革
提案

下水道の在り方検討において検討し、合併浄化槽による個別処理への転換が経済的であった。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

農業集落排水処理施設管理業務委託（目名振、堤田）における３カ年長期契約（2年目）を実施 し、適切な維持管理（運転管
理、場内整備・点検検査、水質・汚泥分析、薬品等）を行うことにより、市民の生活環境 の向上と 河川の水質保全を図った。

総事業費①+② 3,486 4,206 4,152 3,714

正規職員所要時間 130 130

臨時職員所要時間 100 100

一般財源 1,645 1,919 2,443 2,514

人件費計（千円）② 572 572

起債

その他 1,269 2,287 1,137 1,200

県支出金

事業費計（千円）① 2,914 4,206 3,580 3,714 〔26特定財源〕
（そ）使用料1,269千円
繰入金1,645千円
〔27特定財源〕
（そ）使用料1,136千円
（そ）諸収入１千円
繰入金2,443千円
打切決算に伴う未払金71千円
〔28特定財源〕
（そ）使用料1,200千円
繰入金2,514千円
〔補足〕28年度より企業会計方式へ移行するた
め、科目コード及び名称が変更となる。また、下
記の「細々目名」は、「目名」と読み替える。

国庫支出金

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

27
年
度
事
業
内
容

1　小規模排水処理施設管理業務委託における３ヵ年長期契約（３年目）
の実施
２　余剰汚泥の搬出
３　各施設の修繕
４　その他、施設の管理運営の実施

１　年間流入汚水量
２　余剰汚泥搬出量

１　6,203m3
２　74.9ｔ

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

飯田市下水道整備基本計画に基づき、農業振興地域内で小規模集落から排出される生活排水（し尿・雑排水）の処理施設の適切な維
持管理を行うことにより、市民の生活環境の向上と河川の水質保全を図る。
・処理区域地区：目名振　堤田　２地区
・計画人口　150人
・水洗化人口　85人(平成26年度末)
・排水処理施設数　２箇所
・5年間（H28～H32）の長期契約により、維持管理業務委託を実施する。

成果
指標

年間平均放流水質・ＢＯＤ（㎎／㍑） 10 5 10 5

成果
指標

年間平均放流水質・ＳＳ（㎎／㍑） 15 4.4 15 5

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

年間平均流入水質・ＢＯＤ（㎎／
㍑）

194向上させたい上位施
策の成果指標

居住基盤の満足度　（％）

年間平均流入水質・ＳＳ（㎎／㍑） 164
意図（どういう状態
にするか）

処理施設の適正な維持管理・放流水質基準の遵守
目
的

対象（誰・何を） 小規模集落排水処理施設

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値
施策 45 居住基盤の向上

基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

施設管理係H28担当課等名 下水浄化センター H28係等名 施設管理係 H27係等名
10 終了

24 8

事務事業名 小規模集落排水処理施設管理事業
会計 下水道 実施区分

事業種別 経常 開始

平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 4 施策№ 45 事業№


